
東
大
医
学
部
長
選
挙
と
い
う
肩
稽
型

あ
の
不
祥
事
教
授
が
ま
さ
か
の
天

本
命
」

相
次
ぐ
研
究
盃
上
の
発
覚
に
揺
れ
る

東
京
大
学
医
学
部
で
、
注
目
の
医
学
部

長
選
挙
が
十
二
月
に
迫
っ
て
き
た
。
教

授
の
一
人
は

「門
脇
孝

・
東
大
病
院
長

が
立
候
補
す
る
と
い
う
暉
が
あ
る
」
と

一百
つ
。
Ｏ
Ｂ
の
中
に
は

「門
脇
教
授
こ

そ
本
命
だ
」
と
い
う
者
ま
で
現
れ
た
。

門
脇
孝
と
は
、
本
誌
が
詳
報
し
た
武

田
薬
品
が
販
売
す
る
糖
尿
病
治
療
暮
不

シ
ー
ナ
の
臨
床
研
究

「Ｊ

Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｎ

Ｄ
」
で
の
否
上
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
問

題
人
物
だ
。
独
立
公
正
に
行
う
べ
き
臨

床
研
究
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
門

脇
は
武
田
か
ら
多
額
の
講
演
料
な
ど
を

受
け
取
っ
て
き
た
。
武
田
に
利
益
誘
導

す
る
た
め
の
研
究
を
行
い
、
金
銭
等
の

恩
恵
に
浴
し
て
き
た
の
だ
。

「長
年
に
わ
た
り
、
東
大
医
学
部

・
病

院
の
要
職
を
務
め
、
昨
今
の
腐
敗
を
招

い
た
張
本
人
」
（医
療
業
界
誌
記
者
）と

い
う
の
が
衆
目
の
一
致
し
た
見
方
だ
。

こ
う
し
た
人
物
が
、
自
ら
犯
し
た
不
祥

事
の
責
任
を
と
ら
な
い
ば
か
り
か
、
医

学
部
長
へ
の

「出
世
」
を
画
策
す
る
と

は
、
驚
き
呆
れ
る
話
で
あ
る
。

結
東
固
い
「旧
三
内
グ
ル
ー
プ
」

本
来
な
ら
無
理
筋
の
話
を
、
背
後
で

後
押
し
し
て
い
る
の
が

「旧
第
三
内
科

曾
一内
）
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
集
団

だ
。
第
三
内
科
と
は
、
明
治
時
代
に
青

山
胤
通
教
授
が
開
い
た
日
本
最
古
の
内

科
で
あ
る
。
歴
代
教
授
は
、
日
本
医
学

界
の
要
職
に
納
ま
っ
て
き
た
。

一
九
九
八
年
、
東
大
医
学
部
は
従
来

の
ナ
ン
バ
ー
内
科
制
度
を
廃
止
し
、
循

環
器
内
科
や
呼
吸
器
内
科
の
よ
う
な
臓

器
別
内
科
制
度
に
移
行
し
た
。
こ
の
結

果
、
第
三
内
科
は
消
滅
し
た
が
、
い
ま

で
も
旧
三
内
グ
ル
ー
プ
の
結
束
は
固
く
、

東
大
医
学
部
で
隠
然
と
し
た
力
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
旧
三
内
グ
ル
ー
プ
の
今

の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
が
、
七
八
年
卒
の

門
脇
だ
。

今
回
の
医
学
部
長
選
挙
は
、
本
来
な

ら
無
風
で
門
脇
が
選
出
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
。
現
在
、
医
学
部
長
を
務
め
る
宮

園
浩
平
は
門
脇
の
旧
三
内
の
後
輩
（八

一
年
卒
）
で
、
分
子
病
理
学
の
教
授
だ
。

東
大
の
医
学
部
長
は
、
基
礎
と
臨
床
分

野
が
交
互
に
選
出
さ
れ
る
た
め
、
只
宮

園
は
）当
初
よ
り
、
旧
三
内
の
先
輩
で

あ
る
門
脇
に
禅
譲
す
る
予
定
だ

っ
た
」

（前
出
の
東
大
医
学
部
教
授
）と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
へ
き
て
一
連
の
臨

床
研
究
不
祥
事
が
発
覚
し
た
。
千
葉
大

学
時
代
に
行
っ
た
ノ
バ
ル
テ
イ
ス
フ
ア

ー
マ
（ノ
社
）
の
降
圧
剤
デ
ィ
オ
バ
ン
の

臨
床
研
究
で
不
正
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

小
室

一
成

・
循
環
器
内
科
教
授
、
ノ
社

の
白
血
病
治
療
薬
を
用
い
た
臨
床
研
究

で
、
患
者
の
デ
ー
タ
を
無
断
で
ノ
社
に

横
流
し
し
て
い
た
黒
川
峰
夫

・
血
液

・

腫
瘍
内
科
教
授
は
、
い
ず
れ
も
旧
三
内

出
身
だ
。
彼
ら
の
教
授
選
で
は
、
「門

脇
ら
旧
三
内
グ
ル
ー
プ
が
暗
躍
し
た
」

（東
大
病
院
外
科
系
教
授
）と
言
わ
れ
て

い
る
。
今
回
の
医
学
部
長
選
挙
で
は
、

彼
ら
が
門
脇
を
担
ぐ
先
兵
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
。

し
か
し

一
連
の
不
祥
事
で
、
小
室
に

対
し
て
は
千
葉
大
学
が
二
回
も
問
題
論

研究不正への反省は微塵もなく医学部長を目指す

(門脇孝東大病院長と東大医学部)

東大医学部長選挙という「滑稽劇」 lo4201411選択



文
の
撤
回
を
勧
告
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

論
文
の
不
正
が
露
見
し
た
教
授
は
引
責

辞
任
す
る
の
が
普
通
で
、
二
回
も
勧
告

さ
れ
る
な
ど
例
が
な
い
。

不
祥
事
の
も
う

一
人
の
主
人
公
で
あ

る
黒
川
は
、　
一
連
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
で

意
気
消
沈
し
て
い
る
と
い
う
。
抗
う
つ

剤
を
服
用
し
、
教
授
回
診
の
日
以
外
は

大
学
に
も
殆
ど
出
て
こ
な
い
の
だ
。
こ

の
た
め
、
「教
授
決
裁
が
い
る
仕
事
が

溜
ま

っ
て
し
ま
う
」
（血
液

・
腫
瘍
内

科
医
局
員
）と
い
う
。
黒
川
は
以
前
か

ら
教
室
員
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
問
題
に
な

っ
て
い
た
人
物
だ
。
事
件
以
降
は
教
室

員
の
退
職
も
相
次
ぎ
、
「も
は
や
診
療

科
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
な
い
穴
前

出
の
医
局
員
）
と
い
う
。
た
だ
、
小
室

も
黒
川
も
辞
任
す
る
様
子
は
な
い
。

彼
ら
に
辞
職
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
て

い
る
の
が
、
他
な
ら
ぬ
門
脇
だ
。
門
脇

は
、　
一
連
の
事
件
に
責
任
を
感
じ
、
辞

職
を
申
し
出
た
血
液

・
腫
瘍
内
科
の
医

局
員
に
対
し

「
こ
の
ま
ま
で
は
旧
三
内

が
も
た
な
い
。
で
き
る
だ
け
、
穏
便
に

済
む
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
か
ら
」
と

慰
留
に
努
め
て
い
る
。
無
論
、
門
脇
が

穏
便
に
済
ま
せ
た
い
の
は
、
小
室
や
黒

川
の
将
来
を
思
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。

医
学
部
長
選
に
勝
つ
た
め
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
後
ろ
盾
で
あ
る
旧
三
内
グ
ル

ー
プ
の
力
は
で
き
る
だ
け
温
存
し
て
お

き
た
い
。
加
え
て
、
小
室
や
黒
川
が
責

任
を
と
れ
ば
、
自
分
も
無
傷
で
は
済
ま

な
く
な
る
。

逮
捕
さ
れ
な
い
限
り
何
を
し
て
も
い
い

そ
の
思
い
は
、
旧
三
内
の
Ｏ
Ｂ
た
ち

も
同
じ
だ
。
矢
崎
義
雄

・
元
第
三
内
科

教
授
は
、
自
ら
の
瑞
宝
大
綬
章
の
受
章

パ
ー
テ
イ
ー
に
小
室
を
呼
び
、
会
場
へ

の
挨
拶
の
機
会
を
与
え
た
。
参
加
し
た

医
師
は

「医
学
界
の
大
物
で
あ
る
矢
崎

教
授
が
全
面
的
に
小
室
さ
ん
た
ち
を
支

援
し
て
い
る
こ
と
を
世
間
に
印
象
づ
け

た
」
と
話
す
。

矢
崎
は
政
府
の
委
員
も
務
め
、
科
学

研
究
費
や
民
間
団
体
の
研
究
費
の
分
配

に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
あ

る
厚
労
官
僚
は

「科
研
費
や
民
間
研
究

費
の
選
考
委
員
は
、
旧
三
内
人
脈
で
占

め
ら
れ
て
い
る
」
と
話
す
。
現
に
、
昨

年
か
ら
研
究
不
正
が
問
題
視
さ
れ
て
い

る
小
室
が
、
今
春
、
文
科
省
か
ら
総
額

一
千
五
百
九
十
九
万
円
の
新
た
な
研
究

費
を
獲
得
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
お

手
盛
り
運
営
の
た
め
だ
。

現
在
、
東
大
医
学
部
内
で
、
門
脇
ら

の
不
正
を
積
極
的
に
批
判
し
よ
う
と
す

る
教
授
は
見
当
た
ら
な
い
。
前
出
の
東

大
医
学
部
教
授
は
、
で
」
れ
ま
で
教
授

会
で
、
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
一一一一甲
つ
。

元
東
大
医
学
部
外
科
教
授
は

「な
ん

で
こ
の
機
会
に
、
三
内
を
批
判
し
な
い

の
か
」
と
憤
る
。
本
来
、
外
科
と
内
科

は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
旧
三
内
の
不
祥

事
は
、
外
科
が
徹
底
的
に
攻
撃
す
る
の

が
自
然
だ
。
し
か
し
、
外
科
系
に
も
骨

の
あ
る
教
授
が
い
な
い
。
外
科
系
診
療

科
の
医
局
員
は

「旧
三
内
は
、
製
薬
企

業
か
ら
豊
富
な
資
金
を
得
て
、
霞
が
関

と
の
パ
イ
プ
も
太
い
。
中
途
半
端
に
批

判
す
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
返
り
血
を
浴

び
る
こ
と
に
な
る
」
と
声
を
曇
ら
せ
る
。

東
大
医
学
部
教
授
の
関
心
事
は
、
研

究
費
と
学
界
で
の
地
位
、
さ
ら
に
は
定

年
後
の
再
就
職
だ
。。
特
に
定
年
間
際
の

教
授
に
と
っ
て
、
再
就
職
斡
旋
は
何
よ

り
魅
力
的
で
あ
ろ
つヽ
。
最
近
、
東
大
を

退
職
し
た
教
授
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
独
立
行
政
法
人
の
理
事

長
に

「天
下
り
」
す
る
者
が
多
い
。
例

え
ば
、
桐
野
高
明

・
元
脳
神
経
外
科
教

授
は
、
退
職
後
、
厚
労
省
傘
下
の
国
立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
移
り
、
同

セ
ン
タ
ー
の
理
事
長

・
総
長
を
務
め
た

あ
と
、
現
在
は
同
じ
厚
労
省
傘
下
で
格

上
で
あ
る
国
立
病
院
機
構
理
事
長
を
務

め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
旧
三
内
Ｏ
Ｂ
の
矢
崎
が
辿

っ
た
キ
ャ
リ
ア
と
全
く
同
じ
だ
。
自
ら

の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
妙
な
義
侠
心
を

出
し
て
、
旧
三
内
グ
ル
ー
プ
を
敵
に
回

さ
な
い
方
が
無
難
と
考
え
て
も
無
理
は

な
い
だ
ろ
う
。

一
昨
年
来
の
臨
床
研
究
不
正
で
、
土貝

任
者
が
辞
職
し
て
い
な
い
の
は
、
も
は

や
東
大
医
学
部
だ
け
で
あ
る
。
京
都
府

立
医
大
、
慈
恵
医
大
、
滋
賀
医
大
で
は

責
任
者
は
既
に
大
学
を
去
っ
た
。

プ
ロ
フ
エ
ツ
サ
ー

（教
授
）
の
語
源

は
、
ラ
テ
ン
語
の
プ
ロ
フ
ェ
ス
（神
に

告
白
す
る
）だ
。
何
よ
り
も
自
己
規
律

が
求
め
ら
れ
る
職
業
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
門
脇
ら
、
昨
今
の
東
大
医
学
部
教
授

の
振
る
舞
い
は
、
語
源
と
は
正
反
対
。

世
論
が
批
判
し
、
他
大
学
か
ら
論
文
撤

回
を
勧
告
さ
れ
て
も
、　
一
切
の
告
白
を

拒
ん
で
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
年
末

に
は

「門
脇
医
学
部
長
体
制
」
が
発
足

す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
モ
ラ
ル
は
な
く
、

「逮
捕
さ
れ
な
い
限
り
何
を
し
て
も
い

い
」
と
い
う
風
紀
が
蔓
延
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
明
治
以
来
、
先
人
た
ち
が
築

き
上
げ
て
き
た
東
大
医
学
部
の
、
金
看

板
が
械
れ
て
い
く
。
　
　
　
（敬
称
略
）
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